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1 1東京の観光の回復を目指す特別提言

(1)こ れまでの動き

○平成22年 10月 :審議会に諮問 ⇒ 23年秋の答申を目指す

○平成23年 3月 :東 日本大震災の発生

○平成23年 8月 :審議会

「東京の観光の回復を目指す特別提言」を公表
「震災前における答申骨子案」 (H23.3月 時点で
の到達点)を確認

(2)東京の観光の回復を目指す特別提言

○審議会の中間報告として、取りまとめ。

○基本理念 :

緊急的・短期的な視点 (概ね 1～ 2年程度)から、旅行者数を
回復させることに力点を置き、東京の観光施策の基盤を再構築。

3今 回の答申骨子案 (平成24年 4月 )

○位置付け :

「震災前における答申骨子案」及び平成23年 8月 の「特別提言」
を踏まえた、最終答申に向けての「骨子案」。

○「震災前における答申骨子案」以降の環境変化や 「特別提言」
による旅行者回復の視点を踏まえた施策等を取り込み。

5「震災前における答申骨子案」から「今回の答申骨子案」までの戦略の変遷

震災前における答申骨子案 (H23.3月 時点)

※123.0月 の審日会においてrmJ
特別提言 (H23.3月 公表) 今回の答申骨子案 (H24.4月 )

審議会における検討の経緯と今後の進め方 (案 )
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戦略1質量ともに充実した効果的な
外国人旅行者誘致策の展開

戦略4旅行者目線に立った、きめ細か
な受入環境の充実

戦略5東京の成長を牽引していく観光
を支える人材力の確保

1戦略6東京の観光を車引する人材力の確保 ■ ~~

く施策を推進するために必要な事項>

|★ 目・民口をはじめとした各主体との―体的取組「■ ~ ~

|★ ■光の実麟を補提するツールや体憫0整●

★財目の確保― ― ロ ー ー ー ー ー ー ロ

4審議会スケジュール
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平成24年夏を目途に、審議会としての最終答申をとりまとめ。

新「観光産業振興プラン」は、平成24年度中に策定する予定。

22年度 23年度 24年度

「東京の活力向上 を図 る観光振
戦略的な取組 について 」
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(23年 3月 ) (24年 4月 10日 )       (24年 夏予定)

2東京の観光の回復状況

出典 :観光庁

53.7%、 12月 : 61.5%
【参考 :平成22年平均 :66.4%】

★東京の観光は回復基調にあるが震災前の水準には戻つていない。

(2}都内宿泊施設の定員稼働率
H23

3月 : 44。 2%、 4月 : 39.8%、

※青字の表現は暫定案

1戦略2旅行者目線に立った受入環境の充実 |

戦略3旅行目的地としての東京のイメージの
1   確立と効果的な情報発信

戦略4外国人旅行者に着実に調達し、東京訪
間の識れをつくるプロモーション
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MICE都市

1:よ り積極的なインパウンド0性鷺

戦略2誘致競争を勝ち抜くMICE
プログラムの構築

戦略3地域資源を活用した旅行者への
価値の提供撻言3:搬行者が安0して遍ごせる東京0

期


